内山正熊と大内山塾（１） by 藤原 雅憲 & Masanori Fujiwara
― 115 ―
内山正熊と大内山塾（１）






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































劉　国邦　　青海省　　　GIF Research Center 



































































金城学院大学論集　人文科学編　第11巻第 1号 2014年 9 月
― 126 ―
王　慧鋒　　黒龍江省　　不明
劉　震　　　河南省　　　河南農業大学林学
院副院長・教授
　　　　　　　　　　　　博士
余　亮　　　北京　　　　和平フレーズ上海
事務所　修士
関　暁媚　　黒龍江省　　黒龍江省工業交通
幹部学院教員
10期生
程　士国　　雲南省　　　不明
楊　喜田　　河南省　　　河南農業大学资源
与环境学院教授・
院長　博士
劉　岩　　　北京市　　　無錫東永貿易有限公
司　総経理　修士
蒋　小平　　河南省　　　中州大学社会科学
部主任・教授
岳　健捷　　北京市　　　北京林業大学図書館
11期生
呉　炳雲　　北京市　　　東京大学大学院農
学生命科学研究科
助教　博士
胡　偉　　　牡丹江市　　黒龍江省林業科学
院林副特産研究所　
党委書記・研究員
王　雁華　　哈爾浜市　　黒龍江信息技術職
業学院教務処処
長・教授
12期生
周　鴻昇　　北京市　　　国家林業局　林産
工業規劃設計院院
長・教授高級工程師
朱　建軍　　河南省　　　上海市農業科学院
研究員　博士
13期生
全　海　　　北京市　　　北京林業大学党委
員会　副書記
劉　星　　　河南省　　　不明
王　喜平　　北京市　　　不明
14期生
李　国軍　　内蒙古自治区　天津日系企業勤務
　　　　　　　　　　　　修士
楊　大白　　雲南省　　　雲南省大理市中共
委員会宣伝部　副
部長
張　公道　　雲南省　　　雲南省大理市人力
資源和社会保障局　
副部長
６．本稿を終えるにあたり
本稿では，大内山塾の誕生の経緯を振り返
るとともに，元塾生のその後の活躍を記すこ
とで，同塾の役割の大きさを確認することが
できた。
次の稿では，内山が塾をどのように運営し
ていったか，また運営する中でどのような問
題が生じたか，などを日誌を通して明らかに
したい。
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